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情報システム・バックアップオフィス研究会（ITBO 研） 2022 年度 第 15 回 議事録 

 

１． 開催概要 

• 開催日 ：2022 年 7 月 25 日（月）18:00～20:00 

• 開催方法 ：ZOOM 開催 

• 進行役 ：加藤座長 

• 議事録作成： 大塚 

• 出席者数 ： 6 人 （敬称略 順不動） 加藤、水落、近藤、野原、大塚、芦田（途中退席） 

 

２．議事内容 

（１） 事務連絡 

• 大久保茂人様が新規入会されました。（本日は欠席） 

• 個人会員は希望者であれば加入できる。特に資格等の制限なし。資格会員は BCAO の活

動に参加しないで単に資格を取りたい方々向け。 

• 研究会内での情報共有ツールについて、Slack の提供条件が変わるので使用を停止し、

他のツールに移行する。サイボウズが候補。BCAO 事務局と相談。 

 

（２） ITBO 研 2021 年度活動報告（案） 

• 7/26 オープン勉強会で発表予定 

• テーマは、「DX 化進展の元、情報関係重大インシデント大発生時代の事業継続」 

• ことしはテーマがたくさんあった。重大インシデント例として、みずほ銀行システム障害等、半

田病院ランサムウェア被害等、尼崎市 USB メモリー紛失の情報セキュリティ事故など 

• DX 白書、サイバーセキュリティ経営ガイドライン等各種資料の検討を行った 

• 関西地域勉強会との合同開催、維持管理研究会の聴講、従来検討してきた机上訓練成果

の岡山地域勉強会での実施等の活動を行なった 

• 新型コロナの発生は、働き方改革、DX の進展などへ大きく影響し、情報システムの重要性

が更に増した 1 年、情報システム障害、マルウェア、国際紛争での武器化、等の重大インシ

デントが続発。 

• 一方で、制御システム、IoT 機器、自動走行車、重要インフラ等の事務用情報システム以外

での課題が発見・指摘されつつあり、対象範囲・対策が拡がりつつある 

• さらにオフィスだけをみても、クラウド化が進み、従来の IT-BCP のノウハウでは対応が難

しくなってきている 

• 以上から ITBO 研究会としてもこれらの問題解決に向け積極的に調査研究を行い、検討

を進めていく。多くの賛同者研究会参加者を希望する。 

 

（３）本部運営会議の概要説明 

• 新幹事の役割担当を決めました（別紙、理事幹事一覧表 略） 

 

（４）KDDI/au 長期障害事案 

• 参考資料、「Piyokango KDDI の通信障害についてまとめてみた」 

• https://piyolog.hatenadiary.jp/entry/2022/07/03/022446?fbclid=IwAR

0wRuKhmz49FG6_UwuPBFxgTj9yU-bMVLHVKafntqal-

WhQPApLGra_JMQ 

• サービス停止による影響範囲が明るみになり以外な利用状況に気が付かされた。 

• 社長以下トップの記者会見は従来になく良かったが、影響範囲と長期にわたる停止時間の

ためユーザーからの批判は免れなかった。 

• BCP として公衆電話からの電話のかけ方（お金を入れる前に受話器をとること）の練習をし
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ておく。 

 

（５）工場セキュリティ（OT） 

• 管理体制が工場に任せているが本来、全社情シスで統合して管理すべきでないか 

• 企業規模にも関係していると思う。中小企業では難しいと思う。 

• JNSA のサイバーセキュリティ経営ガイドライン事例集（２０２２年秋発行）に期待 

 
３．その他 
• 次回、9 月 20 日（火）18：00 Zoom 開催 
• ８月は休会 

 

 以上 


